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上記は一般的な避難留意点です。各災害に応じた留意点も、個別ページでご確認ください。

（ページ内の図表は内閣府ホームページより抜粋、編集）

●　ヘルメット、帽子等をかぶる。
●　非常持ち出し袋はリュックサックに入れて背負う。
     （両手が使えるように）
●　長袖・長ズボンを着用する。
●　軍手や手袋をはめる。
●　靴は底の厚い、履き慣れたものを着用する。
　　※洪水でも長靴は履かない。

●　日没前に避難を完了させる。
●　道路が冠水する前に必ず避難する。
●　自宅を離れる前にもう一度火元を確認する。
●　ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを落とす。
●　持ち出す荷物は最小限にする。
●　近所の人に声をかけ、複数人で行動する。
●　狭い道やブロック塀、自動販売機のそば、川べり、
　　ガラスや看板の多い場所を避けて移動する。
●　子ども、障がい者、高齢者、妊産婦など避難行動
　　要支援者は早めに避難しましょう。

いいえ

警戒レベル3高齢者等避難
が出たら、安全な親戚や知人
宅に避難しましょう(日頃か
ら相談しておきましょう)。

警戒レベル3高齢者等避難
が出たら、市が指定している
指定避難所等に避難しましょ
う。

警戒レベル4避難指示が
出たら、安全な親戚や知人
宅に避難しましょう(日頃か
ら相談しておきましょう)。

警戒レベル4避難指示が
出たら、市が指定している
指定避難所等に避難しま
しょう。

ご自身または一
緒に避難する方
は避難に時間が
かかりますか？

安全な場所に住
んでいて身を寄せ
られる親戚や知人
はいますか？

安全な場所に住
んでいて身を寄せ
られる親戚や知人
はいますか？

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

自宅の外へ避難する際の留意点
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警戒レベル3高齢者等避難や警戒レベル4避難指示が出たら、危険な
場所から避難しましょう。

避難とは難を避けることです。安全な場所にいる人は、避難場所に行く
必要はありません。

避難先は指定避難所だけではありません。
安全な親戚・知人宅や宿泊施設に避難することも考えてみましょう。

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅の災害リスクと、とるべき行動を確認しましょう。

●あなたがとるべき避難行動は？

避難行動判定フロー

※2 浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してし
まうおそれの高い区域の外側である
②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、
水・食糧などの備えが十分にある
といった場合は屋内安全確保（自宅に留ま
り安全確保すること）も可能です。

　色が塗られていな
くても、周りと比べて
低い土地や崖のそば
などにお住まいの方
は、市からの避難情報
を参考に、必要に応じ
て避難してください。

※1 ハザードマップは浸水や土
砂災害が発生するおそれの
高い区域を着色した地図で
す。着色されていないところ
でも災害が起こる可能性があ
ります。

　ハザードマップ
（※1）で自分の家
がどこにあるか確
認し、印をつけて
みましょう。

家がある場所に
色が塗られていま
すか？

災害の危険があ
るので、原則とし
て（※2）立退き避
難（自宅の外に避
難）が必要です。

はい

例外いいえ

避難行動ガイド
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